
市 政 情 報

教育委員会教育長
松
まつ
井
い
　克
かつ
彦
ひこ

教育委員会教育長・
教育委員会委員について
問合先　人事課人事担当

つるの里奨励賞候補者を推薦してください

問合先　秘書広報課秘書担当

　
教
育
委
員
会
教
育
長
の
松ま
つ
井い

克か
つ

彦ひ
こ
さ
ん
が
任
期
満
了
と
な
り
、
10

月
１
日
付
け
で
再
任
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
委
員
の

武た
け

知ち

美み

葉は

さ
ん
が
任
期
満
了
と
な

り
、
10
月
１
日
付
け
で
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
鶴
ヶ
島
市
つ
る
の
里
奨
励
賞
」

は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
な
ど
で
全

国
的
に
活
躍
し
、
ま
た
は
優
れ
た

功
績
を
収
め
る
こ
と
に
よ
り
、

鶴
ヶ
島
市
の
名
称
を
全
国
に
広

め
、
市
の
印
象
の
向
上
に
寄
与
し

た
個
人
や
団
体
に
贈
る
賞
で
す
。

例
年
１
月
に
行
う
鶴
ヶ
島
市
表
彰

式
に
お
い
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
候
補
者
が
い
る
場
合

は
、
推
薦
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
表
彰
の
対
象

令
和
５
年
11
月
１
日
か
ら
令
和
６

年
10
月
31
日
ま
で
に
実
施
さ
れ
た

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
な
ど
で
活
躍

ま
た
は
優
れ
た
成
績
を
収
め
た
、

市
内
在
住
・
在
学
の
個
人
や
市
内

で
活
動
す
る
団
体

◆
推
薦
方
法

指
定
の
推
薦
書（
様
式
）に
推
薦
者

の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、
候

補
者
お
よ
び
そ
の
功
績
な
ど
を
記

入
し
、
審
査
上
参
考
と
な
る
資
料

（
氏
名
が
載
っ
た
新
聞
記
事
や
大

会
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
）を
添
え
て
、

11
月
５
日
㈫
ま
で
に
下
記
担
当
へ

郵
送
も
し
く
は
直
接
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※　
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん

※　
推
薦
書（
様
式
）は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
ま
た
秘
書
広
報
課
秘

書
担
当
で
も
配
付
し
て
い
ま
す

防犯のまちづくり推進条例（素案）の意見募集

問合先　生活環境課交通安全・防犯担当

第4期教育振興基本計画（素案）の意見募集

問合先　教育総務課総務担当

　
市
で
は
、
犯
罪
の
な
い
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す「（
仮

称
）鶴
ヶ
島
市
防
犯
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
条
例
」
を
策
定
す
る
た
め

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

条
例
は
、
市
、
市
民
、
事
業
者
な

ど
の
役
割
や
、
お
互
い
に
連
携
し

な
が
ら
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
な
ど
を
定
め
る
も

の
で
す
。
こ
の
条
例
の
素
案
に
対

す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間　
10
月
１
日
㈫
～
31
日

㈭閲
覧
場
所

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
、
若

　
教
育
委
員
会
で
は
、
本
市
の
教

育
行
政
を
進
め
て
い
く
基
本
的
な

考
え
方
と
し
て
、「
第
４
期
鶴
ヶ

島
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画

の
素
案
に
対
す
る
意
見
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

受
付
期
間
　

受
付
中
～
10
月
24
日
㈭

閲
覧
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
、
若

葉
駅
前
出
張
所
、女
性
セ
ン
タ
ー
、

海
洋
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書
館
、

各
市
民
セ
ン
タ
ー

葉
駅
前
出
張
所
、女
性
セ
ン
タ
ー
、

中
央
図
書
館
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー

提
出
方
法

①
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用

フ
ォ
ー
ム
か
ら
②
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
意
見（
様
式
自
由
）を

記
入
し
、
郵
送（
〒
３
５
０

－

２

２
９
２（
住
所
不
要
））、
フ
ァ
ク

ス（

０
４
９
・
２
７
１
・
１
１

９
０
）ま
た
は
生
活
環
境
課
窓
口

へ
直
接
持
参

※　
電
話
や
窓
口
で
の
口
頭
の
意

見
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

提
出
方
法　

①
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー

ム
か
ら
②
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、意
見（
様
式
自
由
）を
記
入
し
、

メ
ー
ル（
１
０
８
０
０
０
１
０@

city.tsurugashim
a.lg.jp

）、

郵
送（
〒
３
５
０

－

２
２
９
２（
住

所
不
要
））、
フ
ァ
ク
ス（
０
４

９
・
２
７
１
・
４
２
８
０
）ま
た

は
教
育
総
務
課
窓
口
へ
直
接
持
参

HPはこちら

専用フォームHPはこちら
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里親制度とは？

こどものニーズに応じた色々な

タイプの里親さんが必要です！

里親の種類

里親制度に関心をもったら里親制度に関心をもったら

10月は里親月間です！

問合先　こども支援課子育て支援担当

　埼玉県には、様々な事情で家族と一緒に暮らせないこ
どもたちが約1800人います。そのうちの4分の3人は、
乳児院や児童養護施設などに生活しています。
　各施設では、こどもと職員が愛着関係を築けるように、
担当制や少人数制にするなど、様々な配慮や工夫がなさ
れています。しかし、どうしても一人ひとりのこどもに
十分な時間を割くことが難しいという構造的な制約があ
ります。そんなこどもたちを、一時的あるいは継続的に
自身の家庭の中で愛情深く育てる制度を「里親制度」と
いいます。
　里親家庭では、こどもが24時間里親と一緒に生活す
ることができるので、安定した愛着関係を築きやすく、
こどもの健やかな育ちに資するといわれています。また、
社会に出た後も、困ったときに相談できる大人が身近に
いることが人生において大きな影響を及ぼすであろうこ
とは、いうまでもありません。

養育里親
保護者のいないこどもや保護者に監護させ
ることが不適当と認められるこども（要保護
児童）を養育する里親
専門里親
要保護児童のうち、養育に関し特に支援が
必要なこどもを養育する里親
養子縁組里親
養子縁組によって養親となることを希望す
る里親
親族里親
両親などの死亡、行方
不明、拘禁などの理由
で保護の必要がある
こどもの扶養義務者の
親族が養育する里親

　埼玉県では、こどものニーズに応じた様々な里
親を広く募集しています。里親に興味のある方は、
以下のホームページをご覧ください。

県こども安全課
　「里親制度のごあんない」HP

県さとおやこども広場HP

県里親フォスタリング事業（社福）同仁学院の問い合わせフォーム

（社福）同仁学院　里親フォスタリング事業　
☎042・980・7676

HPはこちら

HPはこちら

問い合わせフォームはこちら

四校
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市 政 情 報

高齢者等インフルエンザおよび新型コロナウイルス感染症の定期接種について

問合先　保健センター☎049・271・2745

■　対象者
接種日当日、市に住民登録があり、下記①または②に該
当する方
①　65歳以上の方（65歳の誕生日の前日から接種可能）
②　60歳以上65歳未満で心臓、腎臓、呼吸器の機能ま
たはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能障害があ
り、その障害の程度が障害者手帳1級に相当する方
※　②の方は、医療機関に医師の診断書または障害者手
帳の写しを提出してください
■　実施期間・回数
インフルエンザワクチン
令和6年10月1日から令和7年1月31日までの間に1回
新型コロナワクチン
令和6年10月1日から令和7年3月31日※までの間に1回
※　坂戸・鶴ヶ島市以外の県内契約医療機関での接種は
令和7年1月31日までです
■　使用するワクチン
その年のウイルス株に対応する一般流通するワクチン
※　ワクチンのメーカーや種類については接種する医療
機関にご確認ください
■　接種場所
①　鶴ヶ島市および坂戸市内の指定実施医療機関（医療
機関の窓口に予診票があります）
②　県内の指定された接種協力医療機関（予診票は保健
センターでお渡しします）

■　個人負担金
インフルエンザワクチン：1500円
新型コロナワクチン　　：3200円　
■　個人負担金の免除方法
次のア～ウのいずれかに該当する方は、接種する際に次
の①～⑤のいずれかの書類を医療機関へ提出することに
より個人負担金が免除されます。
ア　生活保護世帯の方
①　「生活保護受給者証」のコピー
イ　中国残留邦人等支援受給者の方	
②　「本人確認証」のコピー
ウ　非課税世帯（本人含む世帯全員が非課税）の方	
③　「介護保険料額決定通知書兼特別徴収開始通知書」ま
たは「介護保険料納付通知書（決定通知書）」の月別保険料
段階区分（第1段階～第3段階が対象）が表記されている部
分のコピー
※　65歳以上の方に毎年7月上旬に発送されます。紛失
した場合は再発行できません
④　「限度額適用認定証」または「限度額適用・標準負担
額減額認定証」のコピー
※　適用区分が「区分オ」、「区分Ⅰ」、「区分Ⅱ」のいずれ
かの方が対象です
⑤　高齢者等予防接種個人負担金免除決定通知書
※　接種前に申請が必要です。専用フォームまたは申請
書により申請ください（2 ～ 3週間要します）

医療機関名 電   話
鶴ヶ島市 イ※ コ※

アイクリニック佐藤医院 〇 279・0888
あらおファミリークリニック 〇 298・5415
一本松クリニック 〇 〇 287・1220
井上医院 〇 〇 287・0056
浦田クリニック 〇 〇 279・5880
大西内科 〇 〇 271・6250
かなざわクリニック 〇 〇 285・0100
川野医院 〇 〇 285・1530
関越クリニック 〇 〇 286・7770
関越病院 〇 〇 285・3161
厚友クリニック 〇 〇 272・3903
相良胃腸科 〇 〇 285・6511
しんまちクリニック 〇 〇 271・6154
染井クリニック 〇 〇 285・8974
たちかわ脳神経外科クリニック 〇 279・1515
たわらクリニック 〇 〇 279・2121
鶴ヶ島医院 〇 285・0179
鶴ヶ島池ノ台病院 〇 〇 287・2288
鶴ヶ島在宅医療診療所 〇 〇 287・6519
鶴ヶ島ほっこり村診療所 〇 237・7491
鶴ヶ島耳鼻咽喉科診療所 〇 286・3387
のぐち内科クリニック 〇 279・6700
はんだ整形外科 〇 279・5687
ヒロレディースクリニック 〇 272・0164
みなくち小児科 〇 287・5755
よしなみ耳鼻科クリニック 〇 279・3387
若葉駅前メンタルクリニック 〇 271・1000

医療機関名 電   話
鶴ヶ島市 イ※ コ※

若葉こどもクリニック 〇 〇 279・0070
若葉台耳鼻咽喉科 〇 286・7186
若葉内科クリニック 〇 〇 298・5308
若葉台皮膚科 〇 286・8275

坂戸市 イ※ コ※

Ai　clinic（アイクリニック） 〇 〇 277・5225
浅羽クリニック 〇 〇 284・1114
あさひ整形外科・皮ふ科 〇 283・6977
伊利医院 〇 〇 281・0431
大野耳鼻咽喉科クリニック 〇 284・8734
小川医院 〇 〇 281・0839
おがわこどもクリニック 〇 〇 282・3153
関越腎クリニック 〇 227・9399
菅野病院 〇 〇 284・3025
北坂戸クリニック 〇 〇 281・6480
きもと内科・消化器内科クリニック 〇 288・1280
小林内科医院 〇 〇 280・5700
さいとう内科クリニック 〇 289・8787
栄クリニック 〇 〇 227・6501
坂戸消化器内視鏡クリニック

（旧名：早川医院） 〇 282・1186

坂戸中央クリニック 〇 〇 283・2151
坂戸中央病院 〇 〇 283・0019
坂戸内科医院 〇 〇 284・6001
坂戸西診療所 〇 〇 289・5111
さとう耳鼻咽喉科クリニック 〇 282・3384
渋谷こどもクリニック 〇 〇 284・1881

医療機関名 電   話
坂戸市 イ※ コ※

シャロームにっさい医院 〇 〇 280・7373
田島内科小児科医院 〇 〇 281・6722
鶴松整形外科 〇 288・3081
根本整形外科医院 〇 〇 281・0018
脳神経外科ブレインピア坂戸西 〇 〇 288・7007
原田内科クリニック 〇 〇 281・3235
東坂戸クリニック 〇 〇 284・1718
日の出内科クリニック 〇 〇 288・3717
広瀬内科クリニック 〇 283・3001
藤井小児科医院 〇 283・7272
本町診療所 〇 〇 283・0020
町野皮ふ科 〇 〇 298・6845
松野記念クリニック 〇 289・8889
松本内科・消化器クリニック 〇 〇 288・3150
丸山内科クリニック 〇 〇 289・2610
南町クリニック 〇 〇 289・3731
明海大学歯学部付属明海大学病院 〇 〇 279・2822
守屋医院 〇 〇 284・8586
やまだクリニック 〇 〇 288・7788
吉川クリニック 〇 〇 282・5002
吉松医院 〇 〇 281・0532
若葉クリニック 〇 〇 283・1611
若葉病院 〇 〇 283・3633
※　イ：インフルエンザワクチン、コ：コロナワクチン
最新の情報は市HPでご確認ください。

実施医療機関　　　市外局番049
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新しい民生委員・児童委員を
紹介します 
問合先　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当

　
10
月
１
日
付
で
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
た
新
し
い
民
生

委
員
・
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま

す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　
地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
活

動
す
る
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
担
当
区
域
の
見
守
り
や
地
域

住
民
の
方
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い

て
身
近
な「
相
談
相
手
」と
な
り
、

そ
の
内
容
に
応
じ
て
適
切
な
支
援

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
行
政
や
専

門
機
関
へ
つ
な
ぐ
「
パ
イ
プ
役
」

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
は
、
児
童
福

祉
法
に
よ
り
児
童
委
員
を
兼
ね
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

担
当
区
域
・
氏
名

共
栄
中
央
第
二　
村む
ら
松ま
つ
美み

恵え

子こ

さ
ん

鶴
ヶ
丘
第
二　
酒さ
か
井い

直な
お
行ゆ
き
さ
ん

脚
折
北
部　
清し

水み
ず
和か
ず
博ひ
ろ
さ
ん

10月は食品ロス削減月間です

問合先　生活環境課環境推進担当

寄附禁止　
ルールを守って　明るい選挙

問合先　選挙管理委員会

　
食
品
ロ
ス
と
は
、
ま
だ
食
べ
ら

れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食

品
の
こ
と
で
す
。

　
日
本
で
は
、
年
間
約
４
７
２
万

ト
ン
の
食
品
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま

す（
令
和
４
年
度
推
計
値
）。

　
こ
れ
は
、
日
本
人
１
人
当
た
り

に
換
算
す
る
と
、
お
に
ぎ
り
約
１

個
分
が
毎
日
捨
て
ら
れ
て
い
る
計

算
と
な
り
ま
す
。

　

食
品
ロ
ス
が
削
減
さ
れ
れ
ば
、

ご
み
処
理
費
用
の
削
減
だ
け
で
な

く
、
食
料
生
産
に
費
や
さ
れ
た
膨

大
な
資
源
の
無
駄
が
な
く
な
り
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
環
境
負

荷
の
低
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

【
食
品
ロ
ス
を
削
減
す
る
た
め
に
】

・
食
品
ロ
ス
の
量
を
記
録
し
、
な

　

政
治
家（
候
補
者
お
よ
び
候
補

者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
を
含
む
）

が
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て

寄
附
を
す
る
こ
と
は
、
そ
の
時
期

や
名
義
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政
治

家
に
対
し
、
寄
附
を
す
る
よ
う
に

勧
誘
や
要
求
を
す
る
こ
と
も
、
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
寄
附
は
現
金
に
限
ら
ず
、
お
中

元
や
お
歳
暮
、
お
祭
り
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
へ
の
飲
食
物
の
差
し
入

る
べ
く
減
ら
す
た
め
の
工
夫
を
し

ま
し
ょ
う
。

・
買
い
物
に
出
か
け
る
前
に
冷
蔵

庫
の
中
な
ど
の
在
庫
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

・
す
ぐ
に
食
べ
る
食
品
を
買
う
と

き
は
、
商
品
棚
の
手
前
に
並
ぶ
賞

味
期
限
の
近
い
も
の
を
取
り
ま

し
ょ
う
。

・
食
べ
ら
れ
る
分
だ
け
を
作
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
材
の
保
存
方
法
を
工
夫
し
ま

し
ょ
う
。

・
好
き
嫌
い
せ
ず
に
残
さ
ず
食
べ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

れ
、
慶
弔
時
の
花
輪
な
ど
も
含
ま

れ
ま
す
。

・
政
治
家
は
有
権
者
に
寄
附
を
贈

ら
な
い
！

・
有
権
者
は
政
治
家
に
寄
附
を
求

め
な
い
！

・
政
治
家
か
ら
有
権
者
へ
の
寄
附

は
受
け
取
ら
な
い
！

の「
三
な
い
運
動
」

を
実
施
し
、
明
る

い
選
挙
を
実
現
し

ま
し
ょ
う
。

滞納整理強化期間です

問合先　収納課収納担当

　

県
内
全
市
町
村
と
埼
玉
県
で

は
、
10
月
～
12
月
を
滞
納
整
理
強

化
期
間
と
し
て
、「
ス
ト
ッ
プ
！

滞
納
」
を
合
言
葉
に
徴
収
対
策
を

進
め
ま
す
。

◇
市
税
は
納
期
限
内
に
納
付
を
お

願
い
し
ま
す

　
税
金
は
、
私
た
ち
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
貴
重
な
財

源
で
あ
り
、定
め
ら
れ
た
期
限（
納

期
限
）ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

◇
財
産
調
査
、
滞
納
処
分

～
市
税
は
他
の
債
務（
借
金
な
ど
）

の
返
済
を
理
由
に
滞
納
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
～

　
多
く
の
方
が
納
期
限
ま
で
に
納

付
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が

ら
一
部
の
方
は
滞
納
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
督
促

や
催
告
を
し
て
も
滞
納
が
続
く
場

合
、
税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す

る
た
め
、
法
令
の
規
定
に
基
づ
き

不
動
産
、
預
貯
金
、
給
与
な
ど
の

財
産
を
調
査
し
、
差
押
を
執
行
し

ま
す
。

◇
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
で
「
か
ん
た

ん
納
税
」

　
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
を
利

用
し
て
納
付
し
ま
し
ょ
う
！

詳細は
こちら

詳細は
こちら

令和5年度
差押の執行状況
財産区分 件数
不動産 １
預貯金 436
給与 168
生命保険 36
その他 31
合計 672
※　上記のほか自宅
や事業所を捜索する
場合もあります

四校
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入学準備金貸付制度をご存じですか？

問合先　学校教育課学務担当

　
高
等
学
校
・
大
学
・
短
大
・
専

修
学
校（
学
校
教
育
法
に
よ
り
定

め
ら
れ
た
も
の
に
限
る
）に
進
学

す
る
意
欲
を
持
ち
な
が
ら
、
経
済

的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
な
方

に
、
入
学
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

対
象　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方・
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居

住
し
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

・
高
等
学
校
・
大
学
・
短
大
・
専

修
学
校
に
入
学
予
定
者
の
保
護
者

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

（
世
帯
全
員
の
完
納
証
明
が
必
要

で
す
。）

・
連
帯
保
証
人
を
得
ら
れ
る
方

貸
付
限
度
額

①
高
等
学
校
・
専
修
学
校（
高
等

課
程
で
修
業
年
限
が
２
年
以
上
）

20
万
円

②
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校（
専

門
課
程
で
修
業
年
限
が
２
年
以

上
）30
万
円

申
請
期
間

第
１
期　
10
月
１
日
㈫
～
11
月
15

日
㈮

第
２
期　
令
和
７
年
１
月
６
日
㈪

～
１
月
31
日
㈮

貸
付
時
期
　

第
１
期　
12
月
上
旬
以
降

第
２
期　
令
和
７
年
２
月
以
降

貸
付
金
の
償
還

①
の
場
合　
貸
付
後
、
半
年
間
据

置
し
、月
額
６
７
０
０
円
を
29
回
、

５
７
０
０
円
を
１
回
無
利
子
償
還

②
の
場
合　
貸
付
後
、
半
年
間
据

置
し
、月
額
７
２
０
０
円
を
41
回
、

４
８
０
０
円
を
１
回
無
利
子
償
還

申
込
方
法

　
学
校
教
育
課
に
あ
る
入
学
準
備

金
貸
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
必
要
書
類
と
と
も
に
同
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
期

限
後
に
貸
付
審
査
会
を
開
催
し
、

認
定
者
を
決
定
し
ま
す
。
決
定
は

文
書
で
通
知
し
ま
す
。

　

決
定
の
通
知
を
受
け
た
方
は
、

連
帯
保
証
人（
１
人
）と
連
署
の
借

用
書
に
入
学
を
決
定
す
る
書
類
な

ど
を
添
え
て
、
学
校
教
育
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　
収
入
の
多
い
ご
家
庭
に
は
ご
遠

慮
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

年金生活者支援給付金制度について

問合先　保険年金課保険資格担当

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
と

は
、
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
所

得
額
が
一
定
額
以
下
の
年
金
受
給

者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
受

け
取
る
に
は
、
支
給
要
件
を
満
た

し
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

認
定
請
求
と
い
う
手
続
き
を
行
っ

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
す
で
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
を
受
給
し
て
い
る
方
で
、
令
和

６
年
10
月
以
降
も
受
給
で
き
る
場

合
は
自
動
で
継
続
さ
れ
ま
す
の

で
、
請
求
手
続
き
は
不
要
で
す
。

【
支
給
要
件
】

老
齢
基
礎
年
金
受
給
の
場
合

・
65
歳
以
上

・
世
帯
員
全
員
の
市
民
税
が
非
課

税・
前
年
の
公
的
年
金
収
入
額
と
そ

の
他
所
得
額
の
合
計
が
88
万
９
３

０
０
円
以
下

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

受
給
の
場
合

・
前
年
所
得
額
が
４
７
２
万
１
０

０
０
円
＋
扶
養
親
族
の
数
×
38
万

円
以
下

【
給
付
額（
月
額
）】

老
齢
基
礎
年
金　
保
険
料
納
付
済

期
間
な
ど
に
応
じ
て
算
出
し
た
額

障
害
基
礎
年
金　
　

２
級　
５
３
１
０
円　

１
級　
６
６
３
８
円　
　

遺
族
基
礎
年
金　
　

５
３
１
０
円

　
老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
方
で
、
令
和
６

年
度
に
お
い
て
、
所
得
額
が
前
年

よ
り
低
下
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
の
支
給
対
象
と
な
る
方
に

は
、
令
和
６
年
９
月
か
ら
順
次
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
請
求
書（
は
が
き
型
）

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

・
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
対

象
外
の
方
が
、転
居
や
世
帯
分
離
、

世
帯
員
の
死
亡
な
ど
で
非
課
税
世

帯
に
な
っ
た
場
合
は
請
求
書
を
市

役
所
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・
請
求
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
給
付
金
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
給
付
金
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
☎
０
５
７
０
・
０
５
・
４
０

９
２（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
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